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目的 DTIC 単剤に対するタモキシフェンの併用効果を調べる。 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

117 例 
ＤＴＩＣ単剤：奏効率 12％、生存期間 29 週 
ＤＴＩＣ単剤+タモキシフェン：奏効率 28％、生存期間 48 週 
で統計学的にタモキシフェンの併用効果あり。 
この優位性は、ＤＴＩＣ単剤+タモキシフェンを投与された女性群で

はみとめられたが、ＤＴＩＣ単剤+タモキシフェンを投与された男性

群にはなく、また、ＤＴＩＣ単剤群には性差は認められなかった。 
 
 
 
 
 
 

結論 

ＤＴＩＣ単剤+タモキシフェンはＤＴＩＣ単剤より有効であり、また、

その差は女性患者にみられる。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ＩＩ  ） 
女性ホルモンが悪性黒色腫の進行に関与しているかもしれないとい

う仮説のもとに検証された試験である。 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 




